










要約:事象関連電位は、人における認知情報処理システムとの関連で様々な成分が報告さ

れ、生理学的意味、発生源について研究が行われている。現在まで報告されている成分と

しては、Nd、MMN、P300, N400 などがある。各成分についての学習障害への応用の可能性

について述べた。現在まで我々が用いてきた視覚・聴覚刺激装置は、新しいコンピュータ

ーシステムに対応していないことと刺激を変形するあるいは視覚と聴覚刺激を行うなどの

など応用性に乏しかった。以上より、新しい誘発電位刺激システムを開発した。


